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「解答または解答例」・「出題の意図」

２０２６年度

研究科

課程

専攻

入試時期

入試方式 ■一般入学試験 □特別選考入学試験

□社会人特別入学試験 ■外国人留学生入学試験

試験科目

出題の意図

解答または解答例

経済学専攻

経済学研究科

ミクロ経済学

○出題の意図

経済学研究科のアドミッションポリシーに基づき、受験生がミクロ経済学の基礎知識を

身につけ、それを用いて標準的なミクロ経済学の理論モデルを理解し、応用して分析でき

るかどうかを見ることを目的としている。

○解答または解答例

以下の指針が採点時のおおまかな方針である。

１）ミクロ経済学の用語で書かれた問題文を見て、それを適切に数学的なモデル構造に

置き換えることができるかどうかを見る。

２）置き換えたミクロ経済学のモデルを適切に処理し、求められた計算結果を的確に示

すことができるかどうかを見る。

上記の基準に基づき、計算問題であったとしても、計算結果だけではなく計算過程まで総

合的に評価して点数を決定する。

秋季

博士前期課程
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「解答または解答例」・「出題の意図」

２０２６年度

研究科

課程

専攻

入試時期

入試方式 ■一般入学試験 □特別選考入学試験

□社会人特別入学試験 ■外国人留学生入学試験

試験科目

出題の意図

解答または解答例

経済学専攻

経済学研究科

ミクロ経済学

○出題の意図

経済学研究科のアドミッションポリシーに基づき、受験生がミクロ経済学の基礎知識を

身につけ、それを用いて標準的なミクロ経済学の理論モデルを理解し、応用して分析でき

るかどうかを見ることを目的としている。

○解答または解答例

以下の指針が採点時のおおまかな方針である。

１）ミクロ経済学の用語で書かれた問題文を見て、それを適切に数学的なモデル構造に

置き換えることができるかどうかを見る。

２）置き換えたミクロ経済学のモデルを適切に処理し、求められた計算結果を的確に示

すことができるかどうかを見る。

上記の基準に基づき、計算問題であったとしても、計算結果だけではなく計算過程まで総

合的に評価して点数を決定する。

春季

博士前期課程
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「解答または解答例」・「出題の意図」

２０２６年度

研究科

課程

専攻

入試時期

入試方式 ■一般入学試験 □特別選考入学試験

□社会人特別入学試験 ■外国人留学生入学試験

試験科目

出題の意図

解答または解答例

経済学専攻

経済学研究科

マクロ経済学

〇出題意図

本試験は経済学研究科のアドミッション・ポリシーに基づき、受験者がマクロ経済学の

標準的な理論モデルおよびその経済学的な意味付けを理解し、応用できる力を身に着け

ているかを確認することを目的としている。

〇解答または解答例

採点時の観点は次のとおりである。

１．基本的なマクロ経済モデル（IS-LMモデルおよび経済成長モデル）の構造を理解した

うえで、モデルを適切に解き、また正しく均衡を特徴づけることができるか。

２．マクロ経済政策に関する基本的な概念及び用語について正確に理解し、マクロ経済

モデルを使って政策効果の分析を正しく行うことができるか。

なお、計算問題については唯一の解が存在するが、解の正誤だけではなく、解答に至る

までの論理構成、数学的な展開および経済学的に適切な説明能力を含めて、総合的観点

から評価する。

秋季

博士前期課程
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「解答または解答例」・「出題の意図」

２０２６年度

研究科

課程

専攻

入試時期

入試方式 ■一般入学試験 □特別選考入学試験

□社会人特別入学試験 ■外国人留学生入学試験

試験科目

出題の意図

解答または解答例

経済学専攻

経済学研究科

マクロ経済学

〇出題意図

本試験は経済学研究科のアドミッション・ポリシーに基づき、受験者がマクロ経済学の

標準的な理論モデルおよびその経済学的な意味付けを理解し、応用できる力を身に着け

ているかを確認することを目的としている。

〇解答または解答例

採点時の観点は次のとおりである。

１．基本的なマクロ経済モデル（IS-LMモデルおよび経済成長モデル）の構造を理解した

うえで、モデルを適切に解き、また正しく均衡を特徴づけることができるか。

２．マクロ経済政策に関する基本的な概念及び用語について正確に理解し、マクロ経済

モデルを使って政策効果の分析を正しく行うことができるか。

なお、計算問題については唯一の解が存在するが、解の正誤だけではなく、解答に至る

までの論理構成、数学的な展開および経済学的に適切な説明能力を含めて、総合的観点

から評価する。

春季

博士前期課程
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「解答または解答例」・「出題の意図」

２０２６年度

研究科

課程

専攻

入試時期

入試方式 ■一般入学試験 □特別選考入学試験

□社会人特別入学試験 ■外国人留学生入学試験

試験科目

出題の意図

解答または解答例

経済学専攻

経済学研究科

統計学・計量経済学

〇出題の意図

統計学

本問題の問1については，推測統計学の理論について，確率変数の期待値，分散，標準正

規分布の性質，共分散と相関係数の数理的な理解度を問うために出題したものである。

本問題の問2については，推測統計学の応用について，両側検定と片側検定の区別，z検

定とt検定の区別，p値の定義と計算方法，信頼区間の計算方法に関する理解度を問うため

に出題したものである。

計量経済学

　本問題については、単回帰モデルの定式化とパラメータの推定を正しく行うことができ

ているかだけでなく、推定結果に基づいて、t値のような検定統計量も用いながら、単回

帰分析における結果の解釈が十分になされているかを問うために出題したものである。

〇解答または解答例

別紙参照

秋季

博士前期課程

5



1

6



2

7



8



3

9



「解答または解答例」・「出題の意図」

２０２6年度

研究科

課程

専攻

入試時期

入試方式 ■一般入学試験 □特別選考入学試験

□社会人特別入学試験 ■外国人留学生入学試験

試験科目

出題の意図

解答または解答例

経済学専攻

経済学研究科

統計学・計量経済学

「出題の意図」

統計学

　問1については，記述統計の分野から，経済学で重要な役割を果たすジニ係数とローレ

ンツ曲線の特徴についての理解度を図るために出題したものである。

問2については，記述統計の分野から，算術平均・中央値といった基本統計量，分布の

歪み具合，相関係数に関する理解度を測るために出題したものである。

　問3については，社会科学における調査法として，標本抽出法の理解度を測るために出

題したものである。

　問4については，推測統計の分野から，信頼区間の理解度を測るために出題したもので

ある。

　問5については，推測統計の分野から，検定の理解度を測るために出題したものであ

る。

計量経済学

　本問題については、サンプルサイズの計算、t値の算出、さらには被説明変数の予測値

と回帰係数の信頼区間の計測が正しくできているかを確認するだけでなく、推定結果に基

づいて、t値やF値のような検定統計量も用いた上で重回帰分析の結果の解釈が具体的に

なされているかを問うことで、重回帰分析に対する理解度を図るために出題したものであ

る。

「解答または解答例」

別紙参照

春季

博士前期課程
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「解答または解答例」・「出題の意図」

２０２６年度 2026年度

研究科

課程

専攻

入試時期

入試方式 ■一般入学試験 □特別選考入学試験

□社会人特別入学試験 ■外国人留学生入学試験

試験科目

出題の意図

解答または解答例

経済学専攻

経済学研究科

ポリティカルエコノミー

〇出題の意図

　出題の意図は、アドミッション・ポリシーに鑑み、経済学とりわけポリティカルエコノミー（マルクス経

済学）に関する基礎知識を有し、それらの知識を活用して論理的かつ多面的に思考・記述する能力を備え、

それらを大学院で研究を希望する研究分野における専門的な研究につなげられるかを確認することにある。

また、希望する研究領域において研究を進めるうえで必要とされる基礎的な概念や用語を用いた論述能力の

確認をねらいとする出題となる。

〇解答または解答例（採点時での評価ポイントとなる諸事項）

I-１．

・労働力商品の購入に資本を投下するのは、資本にとってその使用価値が重要な意味を持つからである。

・労働力商品の使用価値は、資本の生産過程における労働力の使用、すなわち労働そのものによって生み出

される成果によって示される。

・労働には、具体的有用労働と抽象的人間労働があり、資本の生産過程における具体的有用労働の支出に

よって、新たな生産物が生み出されるとともに、生産過程で消費される生産手段の価値が新たな生産物に移

転される。

・また、抽象的人間労働の支出によって、資本の生産過程において新たな価値が生み出される。

・一方、労働力商品の価値は、労働力を再生産するのに必要な生活手段の価値、すなわち労働力の再生産費

によって規定される。

・労働力商品の価値は、労働力商品の売り手である労働者には、賃金として支払われる。

・新たに生み出される価値のうち、労働力商品を再生産するための価値部分を超える部分が剰余価値とな

る。

Ⅰ－2．

・資本は特別剰余価値（超過利潤）の獲得を目指して、労働生産性を上昇させる不断の競争を行う。

・労働生産性の上昇は、一般的には、機械による労働の置き換えによって追求される。

・このことは、資本の価値構成ないし資本の有機的構成で言えば、可変資本に対して不変資本の相対的な増

大をもたらす。

・これにより、可変資本によって充用される生きた労働の量が相対的に減少し、投下資本量に対して生きた

労働によって形成される新しい価値の大きさも相対的に減少する。

・このことは、投下資本量に対して、新しい価値からの分配分であるところの剰余価値の大きさも相対的に

減少させる。

・一般的利潤率＝（総剰余価値÷投下資本）×100（％）であるから、上記の事態はこの率の低下を意味す

る。

・こうして、個別資本にとって超過利潤獲得という合理的な運動によって、むしろ社会的総資本としては、そ

の反対の結果である利潤率の低下という結果をもたらす。

秋季

博士前期課程
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「解答または解答例」・「出題の意図」

２０２6年度

研究科

課程

専攻

入試時期

入試方式 ■一般入学試験 □特別選考入学試験

□社会人特別入学試験 ■外国人留学生入学試験

試験科目

出題の意図

解答または解答例

経済学専攻

経済学研究科

経済学史

「出題の意図」

１．

本問題は経済学誕生の起点からの出題である。自由主義経済学の始祖アダム・スミスが商

業社会の前提とした「同感」原理に表れている人間観・社会観を受験生がどこまで正確に

理解し、論理的に説明できているかを確かめる問題である。あわせて日本語表現の的確

さも確認する。

２.

本問題は以下の2つの目的を意図して出題している。第1に、経済学史の基本的な学説の内

容について受験生が正確に理解し、それを（グラフとともに）論理的かつ適切な日本語

で表現できているかを確認することである。これは、修士論文の執筆に必要な基礎的能

力を備えているかをみるためである。第2に、受験生が学説の内容自体だけでなく、それ

以前の学説との関連についても理解できているかを確認することである。

「解答または解答例」

１.

適切な専門用語を用いて論理的かつ詳細に説明できているか。

２.

適切な専門用語と正確に描かれたグラフを用いて論理的かつ詳細に説明できているか。

春季

博士前期課程
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「解答または解答例」・「出題の意図」

２０２６年度

研究科

課程

専攻

入試時期

入試方式 ■一般入学試験 □特別選考入学試験

□社会人特別入学試験 ■外国人留学生入学試験

試験科目

出題の意図

解答または解答例

経済学専攻

経済学研究科

経営学

「出題の意図」

　本試験は、経済学研究科のアドミッション・ポリシーに基づき、受験者が経済学の関連分野としての経営学について、理論的展開力、実証的分析能力、ならび

に歴史的知識を有しているかを確認することを目的としている。

　設問は、経営学の基本的な概念や古典的な経営管理論に関する必須問題１問、企業戦略、競争戦略、成長戦略と事業ポートフォリオ、イノベーション、マーケ

ティング・ミックス、ブランドと消費者行動、オペレーション・マネジメントの各分野の中から選択問題１問、さらに、企業の組織構造とデザイン、意思決定と

組織行動、リーダーシップ理論、モチベーション理論、人的資源管理、日本企業の特徴と経営改革の各分野の中から選択問題１問で構成されている。

　受験者は、これら３区分のうち、基本分野１問を必ず含む２区分を選択して論述する。本試験はこの形式を通じて、専門知識の学修状況のみならず、研究的思

考力や論理的構成力を総合的に評価できるよう設計されている。

　問１では、経営学を学ぶ者にとって必須の知識であるマズローの欲求段階説について、その理論的内容を正確に説明できるかを問う。そのうえで、組織マネジ

メントの文脈において同理論をどのように活用し得るかを論述させることにより、理論の理解の深さと応用力を評価する。また、理論の長所と短所を踏まえて論

じることを求めて、受験者の批判的思考力や実務の現実に対する理解を確認する。さらに、理論の説明から活用方法、限界に至るまでの論述構造を適切に構成

し、簡潔かつ論理的に記述できているかを評価する。

　問２では、マーケティング・ミックスを、単に４つの要素それぞれの理解にとどめるのではなく、「相互補完的な戦略システム」として把握できているかを評

価する。そのうえで、デジタル環境の進展によりマーケティング・ミックスがどのように再構築されているのかを説明する能力をみる。必ずしも具体例を用いる

必要はないが、概念的整理を通じて、デジタル環境の変化がマーケティング活動に与える影響を理解していることを重視する。さらに、サービス・ドミナント・

ロジック（SDロジック）、顧客体験価値（CX）、価値共創、関係性マーケティングといった中級以上のマーケティング理論への言及を通じて、それらを現代的

なマーケティング・ミックスの再構築と結びつけて論じる力があるかを確認し、理論的背景まで踏み込んで学修しているかを評価する。

　問３では、日本的経営の代表的特徴として知られる「三種の神器」について、単に用語や内容を知っているか否かにとどまらず、高度経済成長期という特定の

経済・社会環境のもとで、これらの制度がなぜ企業経営にとって合理的であったのか、さらに、その前提条件が変化した現在において、どのような限界や変容が

生じているのかを、因果関係を意識して説明できるかを評価する。

「解答または解答例（採点時の評価のポイント）」

問１について

・マズローの欲求段階説に関する基礎的理解の正確性を評価する。具体的には、人間の欲求を生理的欲求から自己実現欲求までの五段階の階層として捉える同理

論の内容を、用語の誤りなく説明できているか、また、未充足の欲求が行動を動機づけるという基本的考え方を理解しているかを確認する。

・次に、企業組織における活用方法の妥当性を評価する。管理者の立場から、従業員の欲求段階に応じて、賃金や労働環境の整備、チームワークの促進、公正な

評価や能力開発などの施策をどのように使い分けるべきかについて、理論と実務を結びつけて論じられているかを確認する。単なる施策の列挙にとどまらず、欲

求段階との対応関係が論理的に説明されていることが望ましい。

・さらに、実務における限界や問題点への言及も重要な評価対象とする。欲求の順序性が必ずしも現実に当てはまらない点、個人差や文化差の存在、欲求が時間

とともに変化する点などに触れ、理論を機械的に適用することの難しさを批判的に考察できているかを評価する。

問２について

・マーケティング・ミックスに関する基礎理解を評価する。Product、Price、Place、Promotion の各要素の役割を正しく理解したうえで、それらを単なる個別

要素の集合ではなく、相互に連関する枠組みとして捉えられているかを確認する。特に、「個別最適」ではなく「全体最適」が重視される理由について、消費者

価値や競争優位の観点から論理的に説明できているかが重要である。

・次に、デジタル環境の進展による４Ｐの相互関係の変化への理解を評価する。デジタル化により、製品概念の拡張、価格設定の柔軟化、流通や顧客接点の多様

化、双方向的なプロモーションが進展している点に触れ、４Ｐの各要素がより相互依存的かつ動態的になっていることを概念的に整理できているかを重視する。

・さらに、理論的背景への言及と統合力も評価対象とする。サービス・ドミナント・ロジック、価値共創、顧客体験価値、関係性マーケティングなどの理論を、

単なる用語の列挙に終わらせることなく、現代のマーケティング・ミックス再構築の必要性と結びつけて説明できているかを評価する。

問３について

・日本的経営の「三種の神器」として挙げられる「終身雇用」「年功序列賃金」「企業別（内）労働組合」について、それぞれの内容を正確に説明できているか

を評価する。

・次に、三種の神器が合理的に機能していた背景として、どのような経済的・制度的前提が存在していたのかを説明できているかを確認する。高度経済成長や安

定成長による企業の長期的成長見通し、労働力不足のもとでの長期雇用と内部労働市場の形成、長期雇用を前提とした技能形成と人材育成、労使協調的関係を可

能にした企業別労働組合の役割などが論点となりうるが、単なる列挙にとどまらず、なぜこれらの条件のもとで三種の神器が企業経営にとって合理的であったの

かを因果的に説明できていることが求められる。

・最後に、これらの前提条件が近年どのように変化してきたのかを示し、その結果として生じている日本的経営の限界や変容について論じられているかを評価す

る。具体的には、低成長・経済の成熟化に伴う硬直的な高コスト体質や意思決定の遅さ（稟議制）、技術革新による職務内容や働き方の変化、人口高齢化や労働

力構成の変化、グローバル競争の激化などを踏まえ、終身雇用や年功序列賃金の見直し、成果・職務を重視する処遇制度への移行、雇用形態の多様化といった動

向を、制度的前提の変化との関係から説明できているかを確認する。

　いずれの設問についても、内容の正確性に加え、論理性、一貫性、表現力を含む総合的観点から評価する。

春季

博士前期課程
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「解答または解答例」・「出題の意図」

２０２６年度

研究科

課程

専攻

入試時期

入試方式 □一般入学試験 □特別選考入学試験

■社会人特別入学試験 □外国人留学生入学試験

試験科目

出題の意図

解答または解答例

「出題の意図」

　消費性向の時系列グラフから経済学の基本的知識を利用して日本の消費者行動をどの程度分析

出来るかを問う。グラフからは消費性向が低下していることを見てとれるが、その理由はいくつ

か考えられるはず。

「解答または解答例」

　消費性向が全ての年齢層で低下傾向にあるが、その理由は複数考えられる。まず、将

来の年金受給額の減少や増税を見越して、所得が増えても消費せず予備的貯蓄をしている

ことが挙げられる。また、実質賃金が伸び悩んでおり、不要不急の支出を抑制しているこ

とも考えられる。さらに、消費者の価値観が変化しており、消費や所有ではなくレンタル

やシェアすることでモノを買わなくなっている。また、消費行動も成熟化しており、若い

世代を中心に支出を抑えた生活をするようになっている。このように将来に対する不安や

所得の伸び悩みが原因で消費性向が低下していると考えられるため、これらを緩和するよ

うな政策が求められる。具体的には、若い世代の年金受給額が減らないような制度改革

を行うことや、所得が着実に増えるように生産性向上を企業に促すような政策が考えられ

る。

経済学専攻

経済学研究科

小論文

春季

博士前期課程
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「解答または解答例」・「出題の意図」

2026年度

研究科

課程

専攻

入試時期

入試方式 ■一般入学試験 □特別選考入学試験

□社会人特別入学試験 □外国人留学生入学試験

試験科目

出題の意図

解答または解答例

経済学専攻

経済学研究科

英語

「出題の意図」

アドミッション・ポリシーを踏まえて、受験者が入学後に研究を進めていく上で必要とな

る語学（英語）能力を備えているかどうかを確認している。同時に、自らの研究内容を英

語で表現する能力も確認している。

「解答または解答例」

問題のIでは、英語資料の内容を正確に把握し、要点をおさえつつ要約できていることが

評価の対象となる。問題のIIでは、自身の研究内容について、専門以外の人にわかりやす

い言葉で英語表現できているかという観点を採点の基準とする。

春季

博士後期課程
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「解答または解答例」・「出題の意図」

２０２６年度

研究科

課程

専攻

入試時期

入試方式 □一般入学試験 □特別選考入学試験

□社会人特別入学試験 ☑外国人留学生入学試験

試験科目

出題の意図

解答または解答例

「出題意図」

Ⅰ.

・公共経済学的な視点からの経済学の問題とし、税務系の学生、ミクロの学生、マクロの学生を意識していいる。

・最適化を考えるにあたってラグランジアンを作り、逆弾力性ルールの経済学的意味が理解できていることを問う

意図となっている。

・逆弾力性ルール（弾力性に逆比例）の導出についても経済学を用いて分析するにあたって、必要な数式展開の基

礎的な能力を問う意図がある。

Ⅱ.

アドミッション・ポリシーに基づき、(1)経済学全般の基礎知識を有していること(知識・技能)、(2)研究内容を一般

の者にもわかりやすく伝える表現力を有していること(思考力・判断力・表現力)を見ている。問題の素材はマクロ

経済学で一般的なものであり、そこで得られた結果をわかりやすく言語化できるかどうかが基準となる。

Ⅲ.

アドミッションポリシーを踏まえて、受験者が入学後にポリティカルエコノミー（マルクス経済学）に関わる分野

で博士論文を執筆するために必要な基本的な知識についての理解度を確認するために出題している。同時に、とり

わけ同分野における基礎的な概念や用語を英語または日本語で運用する能力も確認している。

Ⅳ.

アドミッション・ポリシーに鑑み、経済学とりわけポリティカルエコノミー（マルクス経済学）に関する基礎知識

を有し、研究内容を一般の者にもわかりやすく伝える表現力を有していることを確認するための出題となる。併せ

て、同分野における基礎的な概念や用語に関する英語または日本語での表現能力を見る。

「解答例」

Ⅰ.Ⅱ.

別添pdfファイル

Ⅲ.

ポリティカルエコノミー（マルクス経済学）の特別剰余価値、相対的剰余価値、相対的過剰人口のそれぞれの理論

について、それを十分に理解しているかどうかを確認した。解答の要点は、①個別資本の特別剰余価値をめぐる競

争は主として労働節約的な技術革新を必然的に伴うこと、②この技術革新が社会全体では労働力価値の低下をもた

らし相対的剰余価値の生産に導くこと、③労働節約的な技術革新は、資本蓄積の速度に比べて相対的に緩慢な労働

需要の増大を伴うことから相対的過剰人口を創出すること、これらの３つの理論が、相互に関連して資本主義的生

産の理論体系を形成していることが説明できているかどうかを重視して、評価している。

Ⅳ.

解答の要点は、産業資本、商業資本、利子生み資本の諸関係を記号で表記した関連図を基にして導き出される次の

3点となる。①産業資本における生産過程を通した資本の価値増殖運動を踏まえて、剰余価値の利潤への転化の基

本的な関係を示すこと。②産業資本と商業資本との関係(商業資本が産業資本の商品流通を媒介し、剰余価値からの

分け前としての商業利潤を得ること）を示すこと。③産業資本と利子生み資本との関係（利子生み資本が、資本と

しての貨幣を産業資本に融通することによって、その対価として利子を受け取ること）を示すこと。

経済学研究科

博士後期課程

経済学専攻

春季

経済学
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解答
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